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1. 調査団員・氏名 

 
官団員 

 
1. 総括：沖浦 文彦 
 Leader: Mr. Fumihiko OKIURA 
 JICA地球環境部 水資源・防災グループ 水資源第一課 課長 

Director, Water Resources Management Division 1, Water Resources and 
Disaster Management Group, Global and Environment Department, JICA 

 
2. 米山 芳春 
 Mr. Yoshiharu YONEYAMA 
 JICAラオス現地事務所 次長 

Sinior Representative, JICA Laos Office 
 
3. 協力企画：濱野 聡 
 Cooperation Planning: Mr. Satoshi HAMONA 
 JICA地球環境部 水資源・防災グループ 水資源第一課 副調査役 

Deputy Assistant Director, Water Resources Management Division 1, Water 
Resources and Disaster Management Group, Global and Environment 
Department, JICA 

 
コンサルタント団員 
4. 業務主任／上水道計画：間宮 健匡 
 Chief Consultant/ Water Supply Planning Specialist: Mr. Takemasa MAMIYA 
 株式会社日水コン・海外事業部 事業部長 
 Nihon Suido Consultants, Director, Overseas Services Department 
 
5. 副業務主任：星野 孝 

 Deputy Chief Consultant: Mr. Takashi HOSHINO 
 株式会社日水コン・海外事業部・技術部 
 Nihon Suido Consultants, Overseas Services Department 
 
6. 施設設計 1：男鹿 剛彦 

 Water Supply Facilities Designer 1: Mr. Takehiko Oga 
 株式会社日水コン・海外事業部・技術部 
 Nihon Suido Consultants, Overseas Services Department 
 
7. 施設設計 2：菊池 秀治 

Water Supply Facilities Designer 2: Mr. Hideharu KIKUCHI 
 株式会社日水コン・海外事業部・技術部 
 Nihon Suido Consultants, Overseas Services Department 
 
8. 水道事業運営：岩田 大三 

Waterworks Management Specialist: Mr. Daizo IWATA 
 株式会社日水コン・海外事業部・技術部 
 Nihon Suido Consultants, Overseas Services Department 
 
9. 環境社会配慮：木村 光志 

Environmental & Social Considerations Specialist: Mr. Koji KIMURA 
 株式会社日水コン・海外事業部・技術部 
 Nihon Suido Consultants, Overseas Services Department 
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10. 機械・電気設備：溝下 眞 
 Mechanical and Electrical Equipment Specialist: Mr. Makoto MIZOSHITA 
 株式会社日水コン・海外事業部・技術部 
 Nihon Suido Consultants, Overseas Services Department 
 
11. 機材・調達計画／施工計画／積算：小原 幸三 

Procurement / Construction Plan / Cost Estimation Specialist: Mr. Kozo Obara 
 株式会社日水コン・海外事業部・技術部 
 Nihon Suido Consultants, Overseas Services Department 
 
12. 自然条件調査／業務調整：中田 貴大 

Coordinator / Natural Condition Investigation Assistant: Mr. Takahiro Nakata 
 株式会社日水コン・海外事業部・技術部 
 Nihon Suido Consultants, Overseas Services Department 
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2. 調査行程 

現地調査スケジュール（その１） 

日順 日付 

官団員 コンサルタント団員 

総括：沖浦文彦 

協力企画：濱野聡 

業務主任／

上水道計画

副業務 

主任 

施設 

設計 2 

機械・ 

電気設備 

環境 

社会配慮 

水道 

事業運営

間宮健匡 星野 孝 菊池秀治 溝下 眞 木村光志 岩田大三

1 1 月 16 日 月 NRT→BKK→VTE       

2 1 月 17 日 火 
JICA 事務所、 

MPWT 協議 
NRT→BKK→VTE     

3 1 月 18 日 水 JICA ラオス事務所表敬、MPWT 協議     

4 1 月 19 日 木 ミニッツ署名 ミニッツ署名、VTE→TKK     

5 1 月 20 日 金 VTE→BKK NPKMN 協議     

6 1 月 21 日 土 BKK→NRT 現地調査、NPKM 協議     

7 1 月 22 日 日       

8 1 月 23 日 月  現地調査、NPKM 協議     

9 1 月 24 日 火  現地調査、NPKM 協議     

10 1 月 25 日 水  TKK→VTE 
NRT→BKK

→VTE 

PNPN→

VTE 
  

11 1 月 26 日 木  団内協議 団内協議、VTE→TKK   

12 1 月 27 日 金  VTE→BKK

→NRT 

現地調査、関係機関と協議、資料収集   

13 1 月 28 日 土  現地調査、関係機関と協議、資料収集   

14 1 月 29 日 日      

15 1 月 30 日 月   現地調査、関係機関と協議、資料収集   

16 1 月 31 日 火   現地調査、関係機関と協議、資料収集 NRT→BKK→VTE  

17 2 月 1 日 水   現地調査、関係機関と協議、資料収集 VTE→TKK  

18 2 月 2 日 木   現地調査、関係機関と協議、資料収集  

19 2 月 3 日 金   現地調査、関係機関と協議、資料収集 BKK→VTE→TKK

20 2 月 4 日 土   現地調査、関係機関と協議、資料収集  

21 2 月 5 日 日    

22 2 月 6 日 月   現地調査、関係機関と協議、資料収集 

23 2 月 7 日 火   
現地調査、

関係機関

と協議、

資料収集

TKK→VTE→

BKK→NRT

現地調査、関係機関と協議、資料収集

24 2 月 8 日 水   現地調査、関係機関と協議、資料収集

25 2 月 9 日 木    現地調査、関係機関と協議、資料収集

26 2 月 10 日 金    現地調査、関係機関と協議、資料収集

27 2 月 11 日 土    現地調査、関係機関と協議、資料収集

28 2 月 12 日 日     TKK→VTE  

29 2 月 13 日 月   

現地調査、

関係機関

と協議、

資料収集

 VTE→ BKK

→NRT 

TKK→VTE 資料収集

30 2 月 14 日 火    VTE→BKK→JKT 資料収集

31 2 月 15 日 水      TKK→VTE

32 2 月 16 日 木      VTE→ BKK

→NRT 33 2 月 17 日 金      

34 2 月 18 日 土       

35 2 月 19 日 日        

36 2 月 20 日 月   TKK→VTE     

37 2 月 21 日 火   市場調査     

38 2 月 22 日 水   JICA 報告     

39 2 月 23 日 木   大使館報告

VTE→BKK→NRT

    

40 2 月 24 日 金       
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現地調査スケジュール（その 2） 

日順 日付 

官団員 コンサルタント団員 

協力企画： 

濱野聡 

業務主任

／上水道

計画 

副業務

主任

施設

設計 1

施設

設計 2

機械・

電気設備

環境

社会配慮

水道 

事業運営

機材調達

／施工計

画／積算

自然条件

調査／業

務調整

間宮

健匡 

星 野

孝 

男 鹿

剛彦 

菊 池

秀治 

溝 下

眞 

木 村

光志 

岩 田

大三 

小原

幸三 

中田貴

大 

1 4 月 1 日 日 NRT→BKK→VNT       

2 4 月 2 日 月 MPWT と協議、VNT→TKK       

3 4 月 3 日 火 現地調査、NPKM 協議       

4 4 月 4 日 水 TKK→VNT 

現地調査、関係

機関と協議、資

料収集 

      

5 4 月 5 日 木 MPWTとﾐﾆｯﾂ協議       

6 4 月 6 日 金 

ミニッツ

署名、VNT

→BKK 

ミニ

ッツ

署名 

      

7 4 月 7 日 土 
BKK→NRT VNT→

TKK 
      

8 4 月 8 日 日         

9 4 月 9 日 月  現地調査、NPKM 協議       

10 4 月 10 日 火  TKK→VNT       

11 4 月 11 日 水 
 VNT→

BKK 

VNT→

TKK 
       

12 4 月 12 日 木 
 BKK→

NRT 
       

13 4 月 13 日 金          

14 4 月 14 日 土          

15 4 月 15 日 日          

16 4 月 16 日 月           

17 4 月 17 日 火 
 

 
現地調

査 

VNT→

TKK 
 

VNT→

TKK 
    

18 4 月 18 日 水   

現地調査 

 
現地

調査 

    

19 4 月 19 日 木        

20 4 月 20 日 金        

21 4 月 21 日 土          

22 4 月 22 日 日          

23 4 月 23 日 月 
 

 

現地調査 

 

NRT→

VNT 

現地

調査 

   
NRT→

VNT 

24 4 月 24 日 火   
現地

調査

   
現地調

査 25 4 月 25 日 水 
 

   
NRT→

VNT 

26 4 月 26 日 木 
 

 
VNT→

TKK 
  VNT→TKK 

27 4 月 27 日 金   現地調査   現地調査 

28 4 月 28 日 土       

29 4 月 29 日 日       

30 4 月 30 日 月   

現地調査 

 

  

現地調査 

31 5 月 1 日 火 
 

 
NRT→

VNT 
 

32 5 月 2 日 水 
 

 
VNT→

TKK 
 

33 5 月 3 日 木   現地調査、関係機関と協議、資料収集  

34 5 月 4 日 金   現地調査、関係機関と協議、資料収集  
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35 5 月 5 日 土      

36 5 月 6 日 日      

37 5 月 7 日 月   現地調査  現地調査 

38 5 月 8 日 火 

 

 

現地調

査 

TKK→

VNT→

BKK 

現地調査 

NRT→

VNT 

現地調査 
39 5 月 9 日 水 

 
 

BKK→

NRT 

VNT→

TKK 

40 5 月 10 日 木    現地

調査 41 5 月 11 日 金    

42 5 月 12 日 土           

43 5 月 13 日 日 
 

    
TKK→

VNT 
    

44 5 月 14 日 月 
 

 

現地調

査 

 

現地

調査

VNT→

BKK 

現地調査 45 5 月 15 日 火 
 

  
BKK→

NRT 

46 5 月 16 日 水     

47 5 月 17 日 木     

48 5 月 18 日 金 

 

 

ステー

クホル

ダー協

議 

 

ステ

ーク

ホル

ダー

協議

 ステークホルダー協議 

49 5 月 19 日 土           

50 5 月 20 日 日           

51 5 月 21 日 月 
 

 
現地調

査 
 

現地

調査
 現地調査 

52 5 月 22 日 火 
 

 
DPWT

協議 
 

DPWT

協議
 DPWT 協議 

53 5 月 23 日 水   現地調

査 

 現地

調査

 
現地調査 

54 5 月 24 日 木     

55 5 月 25 日 金 
 

 
NPKM

協議 
 

NPKM

協議
 NPKM 協議 

56 5 月 26 日 土 
 

   
TKK→

VNT 
 TKK→VNT  

57 5 月 27 日 日 
 

   
VNT→

BKK 
  

VNT→

BKK 
  

58 5 月 28 日 月 
 

 
TKK→

VNT 
 

BKK→

NRT 
  

BKK→

NRT 
 

TKK→

VNT 

59 5 月 29 日 火 
 

 
MPWT

協議 
   

VNT→

BKK 
 

VNT→

BKK 

MPWT

協議 

60 5 月 30 日 水 
 

     
BKK→

NRT 
 

BKK→

NRT 
 

61 5 月 31 日 木 

 

 

JICA、

大使館

報告、

VNT→

BKK 

      

JICA、

大使館

報告、

VNT→

BKK 

62 6 月 1 日 金 
 

 
BKK→

NRT 
      

BKK→

NRT 
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現地 DFRスケジュール 
日順 日付 官団員 コンサルタント団員 

協力企画 
業務主任／

上水道計画

施設 

設計 1 

水道 

事業運営

濱野聡 間宮健匡 男鹿剛彦 岩田大三

1 11 月 6 日 火 NRT→BKK→VTE 

2 11 月 7 日 水 JICA 事務所、MPWT 協議 

3 11 月 8 日 木 MPWT 協議 

4 11 月 9 日 金 ミニッツ署名、VTE→BKK 

5 11 月 10 日 土 BKK→NRT 
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3. 関係者（面会者）リスト 

 
Ministry of Public Works and Transport (MPWT) 

 Department of Housing and Urban Planning (DHUP) 

 - Mr. Thamthavy THAIPHACHANH Director General 
 - Mr. Noupheuak VIRABOUTTH Deputy Director General in Charge of Water 

Supply Affairs, Urban Development & 
International Relations 

 - Mr. Khanthone VORACHIITH Director of Water Supply Division 
 - Mrs. Malychanh SANANIKHOM Deputy of Division, Budget and External 

Cooperation, Planning and Budget Division
 - Dr. Xayphaxa LIENGSONE Sewer Staff of WSD 
    
 Khammouane Province 

 - Mr. Chanh BOUPHALIVANH Director General, Department of Public 
Works and Transport (DPWT) 

 - Mr. Daidanvong KIENMANY Vice Director, Department of Public Works 
and Transport (DPWT) 

 - Mr. Xaisomvang LIENTHISONE Deputy, Housing and Urban Planning 
    
Ministry of Natural Resources and Environment (MNRE) 

 Department of Natural Resources and Environment, Khammouane Province (DNRE) 

 - Mr. Khamphai PHENGPHAENGMEUNG Director General 
 - Mr. Sinnasone SENGCHATHAVONG Deputy Director 
 - Mr. Dethsada Somphousy Head of Section, Environment Section 
    
Khammouane Water Supply State Enterprise (NPKM) 

 - Mr. Khanngeun SENGIEM General Director 
 - Mr. Phouthone SOULINHONG Deputy Director 
 - Mr. Khamveuy TAYAVONG Deputy Manager 
 - Mr. Khampasith SITHEPHAVON Chief, Technical Section 
 - Mr. Saykham VONGPHADY Engineer, Technical Section 
 - Mr. Amphaivanh DOUANGKHAMCHANH Vice Chief, Technical Section 
 - Mr Phasouk XAYAONTA Chief, Water Treatment Plant 
 - Mr. Khamphouvieng SOUVANNASAO Engineer, Groundwater Facility 
 - Mr. Inthavong SOULAPHONE Engineer, Groundwater Facility 
 - Mr. Somsanith KHOTSOUVANH Chief, Financial Section 
 - Ms Outhid MANNOLINH Chief, Commercial Section 
 - Mr. Ounkham SOULINHONG Engineer, Electrical and Mechanical Facility
 - Mr. Bounmee PHONMANY Engineer, Electrical and Mechanical Facility
 - Mr. Soulaphong PHABOUDDY Chief, Administration Section 
 - Ms. Naphaphone NANTHAVILAI Staff, Administration Section 
 - Ms. Vannida PHENGTHALANGSY Staff, Financial Section 
 - Ms. Viphavanh SENGSAVANG Staff, Secretary 
 - Mr. Somiphasouk TAILIYA Staff, Technical Section 
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4. 討議議事録（M/D） 
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5. ソフトコンポーネント計画書 

 

5-1  ソフトコンポーネントを計画する背景 

 

本プロジェクトにより整備される水道施設は、取水施設、導水管、浄水場、送水ポンプ、

送水管、高架水槽、配水管等からなっている。この上水道施設整備により、新たに 15,000m3/

日の水道水をタケク郡に給水できるようになる。これらの水道施設を永続的に運転維持管

理していくためには、カムアン県水道公社（NPKM）のタケク郡の運転維持管理（O&M）

職員が、それぞれの担当部署の業務を十分に遂行しうる技術力を運転開始までに持ってい

る必要がある。 

 

本プロジェクトでは、次の２つの分野に対するソフトコンポーネントの実施を提案する。 

 

1. 浄水場運転維持管理 

2. 配水量管理 

 

1) 浄水場運転維持管理 

現在タケク郡にある浄水場からは、濁度の高い処理水が生産されており、適正な浄水処理

が行われていない。その原因としては、計画処理能力を超える過負荷運転を行っているこ

と、薬品注入量が適切に調節されておらず、フロックの形成が十分ではないこと、傾斜パ

イプ（沈澱池）とろ過池で、十分な濁質の除去が行われていないことが挙げられる。他方

で、最適な浄水処理を継続的に行うために必要な、薬品注入量や逆洗、浄水場内流量等の

実績データの全体的かつ整然とした整備が行われておらず、常時適正な運転を行なえる体

制とはなっていない。本プロジェクトによる能力増強と他地域への移動により、新しい職

員も補充･増員されて新浄水場の運転維持管理を行うことになった場合に、特別な訓練をせ

ずにスムーズに十分な浄水処理が行われるようになるとは考えられない。そこで、新浄水

場の処理能力を発揮して十分に処理された安全・清潔な浄水を生産するためには、全体的

な浄水場の運転維持管理に関する訓練が必要である。 

 

ポンプやバルブ等の個々の機器の操作については、施設建設を担当するコントラクターが

施設の引渡しをする際に説明を行う。しかし、取水施設の流量調整バルブによる浄水場内

の流量調節や薬品注入量の調節等、浄水処理システムとして各操作の組み合わせによって

適切な浄水処理を行う浄水場全体の操作指導については、コントラクターの業務の範囲外

であり、浄水場を設計したコンサルタントが指導しなければならない。そこで、本件のソ

フトコンポーネントとして、十分な浄水処理を可能とする浄水場の運転維持管理の訓練を

行う。さらに、定期的なデータの取得と記録・保管の方法について指導し、その後の運転
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維持管理に活用できるようにする。最終的には浄水場運転維持管理マニュアルを作成して、

継続的に浄水場の処理能力を発現できるようにする。なお、水質分析・管理については、

ラオス国側で事前にトレーニングを行うことを前提としており、本ソフトコンポーネント

には含まず、マニュアルにも含まない前提で投入計画を作成している。 

 

2) 配水量管理 

本プロジェクトの送配水施設では、新浄水場からの送水管が 2系統に分かれ、1系統は新規

高架水槽に接続し、他の 1系統は既存浄水場敷地内でさらに既存配水池と新規高架水槽の 2

系統に分かれる。すなわち、全体では 1 つの浄水場から送配水システムが 3 系統に分かれ

る構造になっている。送水ポンプ施設は新規浄水場に設置される。それぞれ標高が異なる

これら 3 系統の配水池・高架水槽の水位を適正に保つためには、これらの水位をチェック

しながら、流量調整バルブの開閉や新規浄水場の送水ポンプの運転・停止を適時適切に行

わなければならない。すなわち、配水池と 2つの高架水槽の水位を見つつ、3系統に必要水

量を適正に配分

するための送水

ポンプ・流量調整

バルブの組み合

わせ操作、ならび

に水位データ等

の蓄積・保管・活

用を適正に行う

ための技術が新

たに必要になる。 

 

送水ポンプや流量調整バルブ等の個々の機器の操作については、コントラクターの引渡し

時に説明がなされるが、送配水システムとして流量調整バルブと送水ポンプの組み合わせ

の操作・記録管理については、これまで行われなかった特別な技術が必要となる。そこで、

配水量管理に関わるこれらの技術についてはソフトコンポーネントで指導を行う。 

 

なお、JICAは本プロジェクトと並行して、2012年 8月から 2017年 8月にかけてカムアン

県水道公社を含むラオス国内 3 カ所の水道公社を対象に、事業管理能力向上のための技術

協力プロジェクトを実施する。したがって、本ソフトコンポーネントでは投入量を最低限

にし、本ソフトコンポーネントにて今回作成されるアウトプットであるマニュアル等を活

用した施設の運用維持管理状況を技術協力プロジェクトでモニタリング・サポートしてい

く予定である。 

 

 凡例：

P: 送水ﾎﾟﾝﾌﾟ
V: ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾊﾞﾙﾌﾞ
BV: ﾊﾞﾀﾌﾗｲ･ﾊﾞﾙﾌﾞ
             : 送水管

         既存浄水場敷地: Km4

Pakdong

標高 :
185.5m

標高 :
175.5m

新規浄水場

既存配水池

新規高架
水槽

新規高架
水槽

P

V

V

BV

BV

図 3.2.4.8-1   配水量管理の関連施設イメージ 
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5-2  ソフトコンポーネントの目標 

 

本プロジェクトにおけるソフトコンポーネントの目標は、「NPKMタケク郡の職員が、デー

タを整備しデータに基づき適切に処理された安全な浄水を生産できるようになること、な

らびに適切に流量調整バルブと送水ポンプを操作し送水量を適切に管理できるようにな

る」ことである。 

 

5-3  ソフトコンポーネントの成果 

 

本ソフトコンポーネントの成果は以下の通りである。 

 

1) 浄水場運転維持管理 

NPKM浄水施設課（Treatment Plant Section）の職員が、本プロジェクトの浄水システムを理

解し、データに基づき適切に処理された安全な浄水を生産できるようになる。 

 

2) 配水量管理 

NPKM給水課（House Connection Section）職員、および関係する浄水施設課の職員が、本プ

ロジェクトの送配水システムを理解し、送水ポンプと流量調整バルブ等の適切な操作方法

を習得して、配水池および高架水槽（2箇所）への適切な送水ができるようになる。 

 

5-4  成果達成度の確認方法 

 

本ソフトコンポーネントの、各分野・成果ごとの達成度の確認方法を表 5.4-１に示す。 

 

表 5.4-1 ソフトコンポーネント各分野・成果ごとの達成度の確認方法 
分野 成果 達成度の確認項目 確認方法 

浄水場運

転維持管

理 

 

NPKM 浄水施設課

（ Treatment Plant 

Section）の職員が、

本プロジェクトの浄

水システムを理解

し、データに基づき

適切に処理された安

全な浄水を生産でき

るようになる。 

1. 水量（取水、送水）、薬品注入量、逆

流洗浄、ポンプ運転台数・稼動時間

等の浄水場運転記録を毎日記録でき

る。 

2. 水質管理で決定された適正薬品注入

量に基づいて、適切に薬品が注入さ

れる。 

 

1. 水量、薬品注入量、ポ

ンプ運転台数・稼働時

間等の記録の有無 

2. 薬品注入量の記録の結

果 

3. 上記全体に関する、マ

ニュアルの有無 

配水量管

理 

 

NPKM給水課（House 

Connection Section）

および浄水施設課の

職員が本プロジェク

トの送配水システム

1. 高架水槽および配水池の水位を毎日

記録できる。 

2. 配水管網結果による最低圧力地点の

水圧の時間毎の記録を毎日記録でき

る。 

1. 水位記録の有無 

2. 最低圧力地点の水圧記

録の有無 

3. 当該記録と関係マニュ

アルの有無 
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を理解し、送水ポン

プと流量調整バルブ

等の適切な操作方法

を習得して、配水池

および高架水槽（2

棟）への適切な送水

ができるようにな

る。 

3. 送水系および配水系の流量、水圧、

水質、ポンプの消費電力をモニター

しながら、最適かつ省電力の送水ポ

ンプ・流量調整バルブの操作が行え

るようになる。 

 

5-5  ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

 

本ソフトコンポーネントの活動（投入計画）の詳細を表 5.5-１に示す。なお、通訳/支援の

現地スタッフを 1名当り 1.90M/Mで合計 2名としている。「7. ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄの実施工程」で

述べるとおり、2 名の本邦専門家の現地業務をそれぞれ 2 回に分け、その間に NPKM 職員

が自分達で実地訓練を行う。その際に通訳/支援の現地スタッフが、必要に応じて職員への

指導やサポート、各専門家への報告等を行うため、各専門家の現地業務期間よりもそれぞ

れ 0.30M/Mずつ多く配置している。 

 

表 5.5-1 ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 
分野 成果 活動 必要な投入量 

浄水場運

転維持管

理 
 

NPKM 浄水施設課
（ Treatment Plant 
Section）の職員が、
本プロジェクトの

浄水システムを理

解し、データに基

づき適切に処理さ

れた安全な浄水を

生産できるように

なる。 

1. 浄水場全体システムに関する講義
（資料作成と講義） 

2. 現在の浄水場関連記録の確認 
3. 情報伝達ﾌﾛｰを考慮しつつ、水量（取
水、送水）、薬品注入量、逆流洗浄、

ポンプ運転台数・稼動時間等の浄水

場運転記録フォーマットの作成 
4. 上記フォーマットの記載方法指導 
5. 浄水場運転管理マニュアルの作成 
6. 上記マニュアルの講義・実地指導 

浄水場運転維持管

理専門家（本邦コ

ンサルタント）：

１名×1.6M/M 
（乾季・雨季の 2
回に分けて派遣）

 
通訳・支援（現地

スタッフ）： 
１名×1.9M/M 

配水量管

理 
 

NPKM 給 水 課

（ House 
Connection 
Section）および浄
水施設課の職員が

本プロジェクトの

送配水システムを

理解し、送水ポン

プと流量調整バル

ブ等の適切な操作

方法を習得して、

配水池および高架

水槽（2 棟）への
適切な送水ができ

るようになる。 

1. 送配水システム全体に関する講義
（資料作成と講義） 

2. 現在の送配水関係記録の確認 
3. 高架水槽・配水池の水位記録、最低
圧力地点の水圧等の記録フォーマッ

トの作成 
4. 上記フォーマットの記載方法指導 
5. 送配水システム運転維持管理マニュ
アル（ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾊﾞﾙﾌﾞ類操作手順、送水

ﾎﾟﾝﾌﾟ運転ｽｹｼﾞｭｰﾙ及び維持管理含

む、無収水対策は除く）の作成 
6. 上記マニュアルの講義・実地指導 

配水量管理専門家

（本邦コンサルタ

ント）： 
１名×1.6M/M 
（乾季・雨季の 2
回に分けて派遣）

 
通訳・支援（現地

スタッフ）： 
１名×1.9M/M 
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本ソフトコンポーネントの要員配置計画を図 5.5-1に示す。 

 

図 5.5-1 ソフトコンポーネントの要員配置計画 

現地 国内 現地 国内

0.8 0.8
1.60 0.00

0.8 0.8
1.60 0.00 0.00

3.20 0.00 3.20 0.00
0.8 0.1 0.1 0.1 0.8

1.90 0.00 1.90

0.8 0.1 0.1 0.1 0.8
1.90 0.00 1.90

3.80 0.00 3.80 0.00

月数 1 2 3担　　当 氏名

1.60

計
人／月

小計

0.00

配水量管理
専門家

1.60

浄水場
運営維持管理
専門家

通訳/支援1
(浄水場)

0.00

通訳/支援2
(配水量管理)

0.00

△
報告書

△

4 5

本
邦
技
術
者

現
地
ス
タ

ッ
フ

実施状況
報告書

完了報告
書  

凡例：     本邦専門家及び現地スタッフ      現地スタッフのみ 

 

5-6  ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

 

本ソフトコンポーネントでは、以下の２名の技術者を現地に派遣する。ソフトコンポーネ

ントの目標が、季節による水質変化に対応し適切に処理された安全な浄水を生産できるよ

うになること、ならびに適切に流量調整バルブと送水ポンプを操作し送水量を適切に管理

できるようになることであり、現状の運転維持管理状況から判断してローカルリソースで

は対応が困難であることから、本邦コンサルタントの活用が望ましい。そこで、本ソフト

コンポーネントは、本邦コンサルタント直接支援型とする。 

 

1) 浄水場運転維持管理専門家 

浄水場の運転管理全般に精通している本邦コンサルタントを 1 名派遣する。個々の機械・

電気設備の運転方法の指導（コントラクターが実施）ではなく、浄水処理を効果的に行う

べく、浄水処理システムとしての浄水場内流量調節や薬品注入量の連携操作を適切に行う

ための指導およびマニュアル作成、関係記録の蓄積･活用等ができるようにするための支援

である。 

2) 配水量管理専門家 

送配水システムの運転管理に精通している本邦コンサルタントを 1 名派遣する。個々の機
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械・電気設備の運転方法の指導（コントラクターが実施）ではなく、システムとして配水

池と高架水槽からの配水量・水圧を適正に保つために、把握すべき情報の理解、それら情

報に基づく送水ポンプと流量調整バルブの連携操作、また関係記録の蓄積・活用等ができ

るようにするための支援である。 

 

5-7  ソフトコンポーネントの実施工程 

 

実施工程計画を図 5.7-1に示す。参考までにプロジェクトの全体実施工程表(案)を示す。



 
 

   

全体実施工程表(案) 
月数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

閣議承認

交換公文調印 ( E/N )

コンサルタント契約

実施設計

PQ公示

業者入札

業者契約

準備工

取水場工事

浄水場工事

配水池工事

導水管敷設工事

送水管敷設工事

配水本管敷設工事

機材調達

ソフトコンポーネント

試運転・引渡し  
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図 5.7-1 実施工程計画 

1. 浄水場運転維持管理

1) 浄水場全体システムに関する講義（資料作成と講義）
2) 現在の浄水場関連記録の確認
3) 情報伝達フローを考慮しつつ、水量（取水、配水）、薬品注入量、逆流洗浄、
ポンプ運転台数・稼動時間等の浄水場運転記録フォーマットの作成

4) 浄水場運転記録フォーマットの記載方法指導
（専門家不在時はローカル補助員）

5) 浄水場運転管理マニュアルの作成
6) 上記マニュアルの講義・実地指導

2. 配水量管理

1) 送配水システム全体に関する講義（資料作成と講義）
2) 現在の送配水関係記録の確認
3) 高架水槽・配水池の水位記録、最低圧力地点の水圧等の
記録フォーマットの作成

4) 上記フォーマットの記載方法指導（専門家不在時はローカル補助員）
5) 送水ポンプ・流量調整バルブの操作マニュアル（ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾊﾞﾙﾌﾞ類操作手順、送
水ﾎﾟﾝﾌﾟ運転ｽｹｼﾞｭｰﾙ及び維持管理）の作成

6) 上記操作マニュアルの講義・実地指導

ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ実施状況報告書の提出 ▲

ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ完了報告書の提出 ▲

5活動No. 月数 1 2 3 4

 
凡例：     本邦専門家及び現地スタッフ      現地スタッフのみ 
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各専門家の現地派遣を 2回に分け、現地 1回目の最後に NPKM職員に宿題を課す。各現地

作業の間には、既存水道施設を用いて、各種フォーマットの記載等、職員に宿題を行わせ

る。2回目の専門家の現地作業開始時にフォーマット記載状況のフォローアップと追加指導

を行うことを想定している。 

 

本ソフトコンポーネントは、完成施設の運用を適正に行えることを目的としているので、

最後の現地指導は新規浄水場や送配水施設の建設工事が完了する時期を目処に行う。 

 

5-8  ソフトコンポーネントの成果品 

 

ソフトコンポーネントの成果品は以下の通りである。 

 

 浄水場運転維持管理 

講義資料、各種記録フォーマット、浄水場運転維持管理マニュアル（水質分析・管理を除

く） 

 

 配水量管理 

講義資料、各種記録フォーマット、送配水システム運転維持管理マニュアル（無収水対策

を除く） 

 

なお、報告書としては下記の成果品がある。 

 ソフトコンポーネント実施状況報告書 

 ソフトコンポーネント完了報告書 

 

これらの報告書の記載要領は独立行政法人国際協力機構「ソフトコンポーネント・ガイド

ライン（第３版）」（2010年 10月）に準じるものとする。 

 

5-9  ソフトコンポーネントの概算事業費 

 

本ソフトコンポーネントの投入は、浄水場運転維持管理専門家の本邦コンサルタント

1.60M/M及び、配水量管理専門家の本邦コンサルタント 1.60M/Mおよび通訳/支援の現地ス

タッフ 2名合計 3.80M/Mであり、概算事業費は表 9-1に示すように約 10.5百万円である。 
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表 5.9-1 ソフトコンポーネントの概算事業費 (百万円) 

直接人件費 2.5 

直接経費 4.8 

間接費 3.2 

ソフトコンポーネント計 10.5 

 

5-10  相手国側の責務 

 

本ソフトコンポーネントのターゲットである浄水場施設課と給水課の適正人数の職員配置

が必要である。その人員確保・配置はラオス国側で実施されるべき事項である。これら、

ソフトコンポーネントのターゲット・グループの人材配置は、新入職員に対する NPKM で

の基礎的な職員教育等を含めて、ソフトコンポーネント実施前までに完了している必要が

ある。 

 

なお、浄水場運転維持管理の指導には、水質管理の知見を有する NPKM 職員がいることが

必要不可欠である。薬品注入量を決定する上で不可欠な凝集試験（ジャーテスト）や水質

試験に関するノウハウを、本ソフトコンポーネントの実施までに職員が習得していなけれ

ば、浄水場運転維持管理の成果を前述の投入・期間で出すことは困難である。ラオス国側

は、NPNL のトレーニングセンター等を活用して、本ソフトコンポーネント実施前までに、

NPKM の水質担当職員に水質・凝集試験などの水質管理に関する訓練を行い、水質・凝集

試験の技術を習得させておかなければならない。 
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W19 Population of Thakhek District 2009-2012 データ コピー NPKMN 2012 

W20 Regulation of LPCD データ コピー NPKMN 2012 

W21 Summary of Water Production, Water Sold and Loss (Yearly 

1999-2011, Monthly 2011, Daily 2010-2011 Data) 

データ コピー NPKMN 2011 

W22 Summary of Water Distribution and Sold in 2010 and 2011 データ コピー NPKMN 2011 

W23 Record of Water Meter from Well 2012 データ コピー NPKMN 2012 

W24 Record of Water Meter from Mekong 2012 データ コピー NPKMN 2012 

W25 Drinking Water Standards, Guide Line and Recommended Value データ コピー NPNL  

W26 Drainage Outlet Location 地図 コピー NPKMN 2012 

W27 Phoukhyo Specific Economic Zone パンフレット コピー SV Group 2012 

W28 Tender Documents Lot 2 (Well and Reservoir Construction) 図書 コピー Nampapa Lao (NPL) 1995 
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番号 名称 形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

オリジナル

・コピー 

発行機関 発行年 

W29 Feasibility Study of Project Development on Thakhek Specific 

economic Zone 

書面 コピー DPWT-KM 2012 

W30 Feasibility Study of Project Development on Phu Khyo Na 

Khonh Project 

書面 コピー DPWT-KM 2010 

W31 Thakhek Water Supply Project Lot1:Supply of Plant and 

Equipment, Drilling and Equipping of Wells Final 

Implementation Report 

書面 コピー NPKMN 1996 

W32 Management and technical Guidelines Water Supply 書面 コピー NPKMN 2009 

W33 As Built Drawing Nam Theun 2 Hydropower Project (Lao PDR) 

Public Road Zone A1 

書面 コピー DPWT-KM 2010 

W34 From The Entrance of Hinboun Road-Juntion 

Mittaphap/Friendship Bridge no.03-Juntion Road 

no.12-Nabouap 

書面 コピー DPWT-KM 2011 

W35 Thakhek Water Supply System Feasibility Study and Detailed 

Design 

書面 コピー NPKMN 2011 

W36 The Project for the Construction of New Water Supply Pipeline 

System In Expansion Circle Road Area, Km2 to PamSokxai 

書面 コピー NPKMN 2011 

E1 Decree on the Implementation of the Environmental Protect 

Low 

図書 コピー STEA, UNDP, NORAD 2002 

E2 Communicable Disease in Khammauane Provine 2010-2011  データ コピー Khammauane Province 2011 

E3 Precipitation and temperature (monthly average / 2007-2011 / 

Thakhek) 

書面 オリジナル Khammauane Province 2012 
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番号 名称 形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

オリジナル

・コピー 

発行機関 発行年 

E4 Mekong River flow rate (2002-2011) データ コピー Department of Meteorology 2012 

E5 Land use allocation in Khammouane province データ コピー DNRE 2012 

E6 Population in planned service areas 書面 オリジナル Thakhek district office 2012 

E7 Breakdown of Agricultural products 書面 オリジナル Department of Agriculture 2012 

E8 Land use of Thakhek データ コピー DNRE 2012 

E9 Environmental Protection Law (1999) データ コピー DNRE 1999 

E10 Decree on Environmental Assessment データ コピー DNRE 2010 

E11 Type and Size 697 PM WREA データ コピー DNRE 2010 

E12 Lao National Environment Standard データ コピー DNRE 2009 

E13 Approved Resettlement Guideline データ コピー DNRE 2010 

E14 DECREE 192_Compensation&Resettlement データ コピー DNRE 2005 

E15 Khammouane Environmental Strategy to the years 2020 and 

Action Plan for the years 2006-2010 

図書 オリジナル STEO, LENS 2007 

E16 Laos People’s Democratic Republic Peace Independence 

Democracy Unity and Prosperity 

書面 コピー Prime Minister Office Water 

Resource and Environment 

Authority 

2010 

M1 Customer Number of Thakhek, Mahaxay, Nongbok 2010-2011 データ コピー NPKMN 2012 

M2 Organization Chart of Khommouane Water Supply Enterprise in 

2011 

データ コピー NPKMN 2012 

M3 Summary of Water Meter Installation データ コピー NPKMN 2012 

M4 Water Leakage Detection Instruments provided by JICA 

Partnership Program 

データ コピー NPKMN 2012 
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7. その他の資料・情報 

 
7-1 既存施設の機能劣化診断結果 

 

 既存取水場、浄水場の機能劣化診断結果（構造物編） 

 劣化度調査対象施設位置図 

 調査結果 

- 取水場 

- 浄水場 

 既設の扱い 

 既存取水場、浄水場の機能劣化診断結果表（機械・電気編



巻
末

資
料

１
－

既
存

取
水

場
、
浄

水
場

の
機

能
劣

化
診

断
結

果
(構

造
物

編
)

1
.劣

化
度

調
査

対
象

施
設

　
　
劣
化
度
調
査
対
象
施
設
及
び
そ
の
構
造
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
.1
取

水
場

　
　
・
露
出
配
管
受
台
(無

筋
コ
ン
ク
リ
－
ト
構
造
)

　
　
・
露
出
配
管
支
持
材
(鋼

構
造
）

1
.2
浄

水
場

(1
)浄

水
施
設

　
　
・
着
水
井
、
フ
ロ
ッ
ク
形
成
池
、
沈
澱
池
(鋼

構
造
)

　
　
・
同
上
基
礎
(鉄

筋
コ
ン
ク
リ
－
ト
構
造
)

　
　
・
薬
品
溶
解
槽
架
台
(鋼

構
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
－
ト
構
造
)

　
　
・
急

速
ろ
過

池
(鉄

筋
コ
ン
ク
リ
－

ト
構

造
)

(2
)高

架
水
槽

　
　
・
基
礎
(鉄

筋
コ
ン
ク
リ
－
ト
構
造
)

　
　
・
水
槽
及
び
脚
部
(鋼

構
造
)

(3
)配

水
池
(鉄

筋
コ
ン
ク
リ
－
ト
構
造
)

こ
れ

ら
施

設
の

位
置

関
係

を
次

ペ
－

ジ
「
劣

化
度

調
査

対
象

施
設

位
置

図
」
に
示

す
。

2
.調

査
項

目
　
　
劣
化
位
置
及
び
そ
の
度
合
い
は
目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。
ま
た
、
断
面
欠
損
に
つ
い
て
は
そ
の
度
合
い
を
計
測
す
る
。

2
.1
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
－

ト
構

造
　
　
・
ひ
び
割
れ
の
有
無

　
　
・
ひ
び
割
れ
の
規
模

　
　
・
エ
フ
ロ
レ
ッ
セ
ン
ス
(白

華
現
象
)の

有
無

2
.2
鋼

構
造

　
　
・
錆
の
発
生
程
度

　
　
・
腐
植
の
度
合
い
(断

面
欠
損
の
有
無
)

　
　
・
部
材
の
撓
み
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劣
化

度
調

査
対

象
施

設
位

置
図

劣
化

度

既
設

井
戸

方
向

N
A

M
 P

A
 P

A
方

向

浄
水

場
内

施
設

配
置

図

既
設

取
水

場

既
設

浄
水

場

R
C

配
水

池
V

=
1
,6

5
0
m

3

S
S
高

架
水

槽
V

=
7
5
m

3

S
S
、

R
C

浄
水

施
設
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3
.調

　
　

査
　

　
結

　
　

果
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3
.1

取
　

　
水

　
　

場
(1

)調
査

対
象

構
造

概
要

図
【
受

台
①

頂
部

コ
ン

ク
リ

－
ト

欠
損

状
況

】

【
受

台
②

頂
部

コ
ン

ク
リ

－
ト

欠
損

状
況

】

(2
)調

査
結

果
　

1
)受

　
台

：
無

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
構

造
　

　
　

　
　

・
受

台
①

及
び

②
の

頂
部

に
管

設
置

に
伴

う
人

為
的

な
コ

ン
ク

リ
－

ト
の

は
つ

り
が

見
ら

れ
る

。
　

　
　

　
・
受

台
①

～
④

の
す

べ
て

で
部

分
的

な
コ

ン
ク

リ
－

ト
の

剥
離

が
見

ら
れ

る
。

但
し

、
そ

の
度

合
い

は
極

小
規

模
で

あ
る

。
【
管

支
持

材
状

況
】

　
2
)管

支
持

材
：
鋼

構
造

　
　

　
　

支
持

材
は

受
桁

が
等

辺
山

形
鋼

、
支

柱
が

鋼
管

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。
　

　
　

　
・
受

桁
の

一
部

に
固

定
が

不
十

分
で

不
安

定
な

箇
所

が
見

ら
れ

る
。

　
　

　
　

・
管

固
定

バ
ン

ド
(S

S
プ

レ
－

ト
、

B
.N

)に
緩

み
が

見
ら

れ
る

。
　

　
　

　
・
全

体
に

錆
の

発
生

が
見

ら
れ

る
。

取
水

管
(鋼

管
)

取
水

管
(鋼

管
)

メ
コ

ン
川

メ
コ

ン
川

①
～

④
：
露

出
配

管
受

台

護
岸

擁
壁

受
台

②

は
つ

り
に

よ
る

断
面

欠
損 等

辺
山

形
鋼

不
安

定

受
桁

：
等

辺
山

形
鋼

支
柱

：
鋼

管 支
柱

：
鋼

管

受
桁

：
等

辺
山

形
鋼

受
台

②

受
台

①

頂
部

断
面

欠
損
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3
.2

浄
　

　
水

　
　

場
(1

)着
水

井
、

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
、

沈
澱

池
：
鋼

構
造

　
1
)内

　
面

　
　

　
　

内
面

の
調

査
は

着
水

井
、

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
共

に
１

系
列

で
あ

り
空

水
に

す
る

こ
と

が
不

可
能

な
こ

と
か

ら
、

２
系

列
で

あ
る

沈
澱

池
の

み
に

つ
い

て
行

っ
た

。
【
沈

澱
池

壁
面

状
況

】

【
沈

澱
池

壁
補

強
桁

状
況

】

【
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

迂
流

壁
状

況
】

【
沈

澱
池

底
面

状
況

】

壁
板

に
撓

み
が

見
ら

れ
る

。

当
金

溶
接

に
よ

る
補

修
跡

が
見

ら
れ

る
。

　
右

系
列

補
修

箇
所

：
5
8
箇

所
　

左
系

列
補

修
箇

所
：
3
5
箇

所

塗
料

の
剥

離
が

全
面

に
亘

っ
て

い
る

。

錆
の

発
生

が
見

ら
れ

る
。

液
相

部
全

体
に

発
生

付
着

物
有

り
。

右
系

列
底

面
部

状
況

写
真

壁
板

に
撓

み
が

見
ら

れ
る

。

着
水

井

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
沈

　
　

澱
　

　
池

迂
流

壁

左
　

　
系

　
　

列

右
　

　
系

　
　

列
壁

補
強

桁
［
-
1
5
0
×

7
5

錆
の

発
生

が
著

し
い

。

錆
の

発
生

が
著

し
い

。
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2
)外

　
面

【
沈

澱
池

底
板

、
受

桁
状

況
】

【
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

底
板

、
受

桁
状

況
】

【
沈

澱
池

柱
下

部
状

況
(ブ

ロ
ッ

ク
1
)】

ブ
ロ

ッ
ク

１
内

の
す

べ
て

の
柱

(1
8
本

)に
こ

の
状

況
が

見
ら

れ
る

。

受
桁

５
上

流
端

及
び

底
板

状
況

写
真

受
桁

6
上

流
端

及
び

底
板

状
況

写
真

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
沈

　
　

澱
　

　
池

左
　

　
系

　
　

列

右
　

　
系

　
　

列

1
2

1
1

1
0

　
9

　
8

上
流

端
下

流
端

：
底

板
外

面
錆

発
生

位
置

　
7

　
6

　
5

　
4

　
3

　
2

　
1

：
底

板
受

桁
錆

発
生

位
置

ブ
ロ

ッ
ク

内
面

当
金

溶
接

に
よ

る
補

修
跡

(溶
接

熱
に

よ
る

焦
げ

跡
)

錆
の

発
生

が
見

ら
れ

る
。

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損
が

著
し

い
。

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損
が

著
し

い
。

錆
の

発
生

が
著

し
い

。

受
桁

フ
ラ

ン
ジ

部
の

一
部

に
錆

の
発

生
が

見
ら

れ
る

。

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損
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【
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

、
沈

澱
池

壁
外

面
状

況
】

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
上

流
部

外
面

状
況

写
真

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
～

沈
澱

池
左

外
面

状
況

写
真

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
～

沈
澱

池
右

外
面

状
況

写
真

　
3
)調

査
結

果
　

　
　

【
内

　
　

面
】

【
外

　
　

面
】

　
　

　
　

　
・
迂

流
壁

に
撓

み
が

見
ら

れ
る

。
　

　
・
左

右
壁

に
つ

い
て

は
上

塗
り

塗
料

の
劣

化
(色

あ
せ

)が
全

面
に

見
ら

れ
る

。
ま

た
、

上
塗

り
塗

料
の

剥
離

が
部

分
的

に
見

ら
れ

る
。

　
　

　
　

　
・
壁

に
錆

の
発

生
が

見
ら

れ
る

。
(水

中
部

分
は

沈
澱

池
と

同
様

で
錆

の
発

生
が

著
し

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

)
　

　
・
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

上
流

部
壁

に
つ

い
て

は
、

異
常

は
見

留
め

ら
れ

な
い

。
　

　
　

　
　

・
沈

澱
池

底
面

に
孔

食
(と

考
え

ら
れ

る
)の

補
修

跡
(当

金
溶

接
に

よ
る

補
修

)が
多

数
見

ら
れ

る
。

　
　

・
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

下
部

補
強

梁
2
～

7
の

上
流

端
に

著
し

い
腐

植
が

見
ら

れ
、

最
も

腐
植

の
激

し
い

梁
6
部

分
に

お
い

て
は

部
材

厚
右

系
列

：
5
8
箇

所
　

　
左

系
列

：
3
5
箇

所
　

　
が

1
/
2
(5

m
m

/
1
0
m

m
)に

減
少

し
て

い
る

。
　

　
　

　
　

・
沈

澱
池

底
面

は
全

面
に

亘
り

上
塗

り
塗

料
の

剥
離

が
見

ら
れ

る
。

　
　

・
上

記
梁

上
の

柱
及

び
梁

も
同

様
に

腐
植

が
著

し
い

。
ま

た
、

こ
れ

に
接

す
る

底
板

も
錆

の
発

生
が

著
し

い
。

　
　

　
　

　
・
沈

澱
池

壁
面

及
び

同
補

強
桁

部
分

の
錆

発
生

が
著

し
い

。
　

　
・
沈

澱
池

底
面

ブ
ロ

ッ
ク

1
部

分
の

柱
下

部
(土

と
接

す
る

部
分

)で
腐

植
に

よ
る

断
面

欠
損

が
見

ら
れ

る
。
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(2
)着

水
井

、
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

、
沈

澱
池

基
礎

：
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
構

造
1
)調

査
位

置
構

造
概

要
図

【
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

、
沈

澱
池

基
礎

状
況

】

端
部

梁
、

柱
状

況
写

真
(1

)

端
部

梁
、

柱
状

況
写

真
(2

)

2
)調

査
結

果
　

　
　

当
該

部
分

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
に

は
ひ

び
割

れ
、

エ
フ

ロ
レ

ッ
セ

ン
ス

と
も

に
見

留
め

ら
れ

な
い

。

池
底

部
梁

、
柱

状
況

写
真

柱

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
沈

　
　

澱
　

　
池

薬
品

溶
解

槽

梁

壁

梁
柱

App 7 - 9



(3
)薬

品
溶

解
槽

架
台

：
鋼

構
造

1
)調

査
位

置
構

造
概

要
図

桁
、

柱
部

材
：
す

べ
て

溝
形

鋼
 ［

－
1
5
0
×

7
5
×

6
.5

×
1
0

【
薬

品
溶

解
槽

架
台

全
景

】

【
ベ

－
ス

プ
レ

－
ト

腐
食

状
況

】
【
1
F
～

2
F
柱

下
部

腐
食

状
況

】

薬
品

(凝
集

剤
)溶

解
槽

ベ
－

ス
プ

レ
－

ト

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損

N
G

1
2

3
N

G

4
5

N
G

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
側

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
側

N
G

2
F
床

梁

2
F
L

3
F
L

1
F
L

3
F
床

梁
N

G

屋
根

柱

1
F
L

2
F
L

3
F
L

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
着

水
井

App 7 - 10



【
2
F
～

3
F
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

側
柱

下
部

腐
食

状
況

】
【
2
F
床

梁
腐

食
状

況
】

【
3
F
床

梁
腐

食
状

況
】

【
着

水
井

壁
外

面
腐

食
状

況
】

2
)調

査
結

果
　

　
　

腐
食

が
著

し
く
、

断
面

欠
損

を
来

し
て

い
る

部
位

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
　

　
　

　
・
柱

１
、

２
、

３
、

４
下

部
ベ

－
ス

プ
レ

－
ト

(図
及

び
写

真
中

の
○

印
部

分
）

　
　

　
　

・
柱

１
、

２
、

３
の

１
Ｆ

～
2
F
下

部
(土

に
接

す
る

部
分

)
(図

及
び

写
真

中
の

○
印

部
分

）
　

　
　

　
・
柱

１
、

２
、

３
の

２
Ｆ

～
3
F
下

部
(フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

側
の

2
F
床

と
接

す
る

部
分

）
(図

及
び

写
真

中
の

○
印

部
分

）
　

　
　

　
・
2
F
及

び
3
F
床

梁
(図

及
び

写
真

中
の

○
印

部
分

）
　

　
　

　
・
着

水
井

壁
外

面
(写

真
中

の
○

印
部

分
）

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損
腐

食
に

よ
る

断
面

欠
損

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損

腐
食

に
よ

る
断

面
欠

損

App 7 - 11



(4
)薬

品
溶

解
槽

架
台

：
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
構

造
1
)調

査
位

置
構

造
概

要
図

【
薬

品
溶

解
槽

架
台

状
況

】

2
)調

査
結

果
　

　
　

２
Ｆ

梁
右

端
に

ひ
び

割
れ

補
修

跡
が

見
ら

れ
る

。
そ

の
他

の
部

分
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

－
ト

に
は

ひ
び

割
れ

、
エ

フ
ロ

レ
ッ

セ
ン

ス
と

も
に

見
留

め
ら

れ
な

い
。

ひ
び

割
れ

補
修

跡

２
Ｆ

梁

App 7 - 12



(5
)急

速
ろ

過
池

：
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
構

造
1
)調

査
位

置
構

造
概

要
図

【
急

速
ろ

過
池

外
面

状
況

】

右
側

壁
エ

フ
ロ

レ
ッ

セ
ン

ス
状

況
写

真

【
壁

外
面

展
開

図
】

下
流

壁
エ

フ
ロ

レ
ッ

セ
ン

ス
状

況
写

真

：
エ

フ
ロ

レ
ッ

セ
ン

ス
発

生
位

置
左

壁
エ

フ
ロ

レ
ッ

セ
ン

ス
状

況
写

真
2
)調

査
結

果
　

　
・
上

流
壁

を
除

く
池

外
面

の
コ

ン
ク

リ
－

ト
面

に
つ

い
て

は
、

展
開

図
に

示
す

位
置

に
エ

フ
ロ

レ
ッ

セ
ン

ス
が

見
ら

れ
る

。
【
急

速
ろ

過
池

内
面

状
況

】
　

　
・
池

内
面

の
コ

ン
ク

リ
－

ト
面

に
つ

い
て

は
、

異
常

は
見

留
め

ら
れ

な
い

。

沈
　

　
澱

　
　

池
急

速
ろ

過
池

沈
　

　
澱

　
　

池
急

速
ろ

過
池

上 流 壁

下 流 壁

左
　

壁

右
　

壁

右
　

壁
下

流
壁

左
　

壁
上

流
壁

4
6
0
0

4
6
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

1
0
0
0

1
2
0
0

5
0
0

5
0
0

上 流 壁

下 流 壁

App 7 - 13



(6
)高

架
水

槽
：
基

礎
 鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
構

造
、

水
槽

及
び

脚
部

 鋼
製

1
)調

査
位

置
構

造
概

念
図

【
脚

部
状

況
】

2
)調

査
結

果
　

　
・
基

礎
部

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

－
ト

に
つ

い
て

は
、

異
常

は
見

留
め

ら
れ

な
い

。
　

　
・
脚

部
鋼

製
ト

ラ
ス

に
つ

い
て

は
、

面
的

に
錆

が
浮

い
て

い
る

。
　

　
・
鋼

製
水

槽
に

つ
い

て
は

、
異

常
は

見
留

め
ら

れ
な

い
。

7
5
m

3
鋼

製
水

槽

脚 部 鋼 製 ト ラ ス 構 造

App 7 - 14



(7
)配

水
池

：
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
構

造
1
)調

査
位

置
構

造
概

要
図

【
配

水
池

全
体

状
況

】

　
　

　
【
配

水
池

エ
フ

ロ
レ

ッ
セ

ン
ス

発
生

状
況

】

2
)調

査
結

果
　

　
　

化
粧

目
地

と
思

わ
れ

る
縦

目
地

部
分

５
箇

所
に

エ
フ

ロ
レ

ッ
セ

ン
ス

が
見

ら
れ

る
。

：
エ

フ
ロ

レ
ッ

セ
ン

ス
発

生
位

置

App 7 - 15



4
.既

設
の

扱
い

　
　

　
以

下
に

、
既

設
取

水
場

及
び

浄
水

場
を

継
続

供
用

し
た

場
合

に
必

要
と

な
る

補
修

(更
新

)の
内

容
を

、
ま

た
補

修
(更

新
)工

事
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
示

す
。

4
.1

取
水

場
　

　
　

取
水

場
の

既
存

施
設

を
継

続
供

用
す

る
た

め
に

は
　

　
　

①
受

台
コ

ン
ク

リ
－

ト
の

断
面

修
復

を
行

う
。

　
　

　
②

管
支

持
材

の
更

新
し

、
受

台
コ

ン
ク

リ
－

ト
へ

の
固

定
を

行
う

。
　

　
の

2
作

業
が

必
要

と
な

る
。

　
　

　
こ

の
作

業
は

、
取

水
管

(φ
1
5
0
、

φ
2
0
0
)を

仮
受

す
る

こ
と

で
比

較
的

容
易

に
行

え
る

も
の

と
判

断
す

る
。

4
.2

浄
水

場

(1
)着

水
井

、
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

、
沈

澱
池

：
鋼

構
造

　
1
)内

面
補

修
　

　
　

　
ケ

レ
ン

を
行

い
、

再
塗

装
す

る
こ

と
で

十
分

に
機

能
は

回
復

す
る

。
　

2
)外

面
補

修
　

　
①

着
水

井
、

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
、

沈
澱

池
壁

外
面

　
　

　
　

　
ケ

レ
ン

を
行

い
、

再
塗

装
す

る
こ

と
で

機
能

は
回

復
す

る
。

　
　

②
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

　
　

　
　

　
底

板
受

桁
、

柱
の

腐
植

が
進

み
断

面
欠

損
し

て
い

る
部

材
の

交
換

が
必

要
と

な
る

。
　

　
　

　
　

底
板

の
腐

食
部

分
の

切
断

除
去

及
び

同
位

置
の

断
面

修
復

が
必

要
と

な
る

。
　

　
③

沈
殿

池
　

　
　

　
　

底
板

及
び

同
受

桁
に

つ
い

て
は

ケ
レ

ン
を

行
い

、
再

塗
装

す
る

こ
と

で
機

能
は

回
復

す
る

。
　

　
　

　
　

同
上

部
材

を
支

え
る

柱
の

う
ち

、
ブ

ロ
ッ

ク
１

部
分

に
つ

い
て

は
す

べ
て

部
材

の
交

換
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

、
交

換
に

際
し

て
は

根
入

れ
部

分
に

重
防

食
塗

装
を

施
す

必
要

が
あ

る
。

　
3
)問

題
点

　
　

　
①

各
補

修
は

作
業

期
間

を
長

期
に

亘
り

必
要

と
し

、
そ

の
間

浄
水

場
の

運
転

は
停

止
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

　
　

　
　

し
た

が
っ

て
、

補
修

作
業

は
　

　
　

　
　

　
・
新

設
浄

水
場

の
供

用
開

始
後

に
水

需
要

を
見

極
め

実
施

す
る

。
　

　
　

　
　

　
・
現

行
と

同
機

能
の

代
替

え
浄

水
施

設
を

建
設

し
実

施
す

る
。

　
　

　
　

の
い

ず
れ

か
を

選
択

す
る

こ
と

で
初

め
て

可
能

と
な

る
。

　
　

　
②

な
お

、
鋼

構
造

で
あ

る
が

故
に

、
補

修
後

数
年

で
再

度
機

能
維

持
を

目
的

と
し

た
ケ

レ
ン

、
塗

装
を

行
う

必
要

が
生

じ
る

。
　

　
　

③
「
②

」
に

つ
い

て
は

供
用

期
間

中
、

常
に

繰
り

返
さ

れ
る

作
業

で
あ

り
、

今
後

水
需

要
が

伸
び

た
場

合
に

は
困

難
が

伴
う

作
業

と
な

る
。

(2
)薬

品
溶

解
槽

架
台

：
鋼

製
　

1
)補

修
　

　
　

　
腐

植
に

よ
り

断
面

欠
損

し
て

い
る

部
材

の
交

換
が

必
要

と
な

る
。

　
2
)問

題
点

4
.3

既
設

の
扱

い
(1

)取
水

場
　

　
　

取
水

管
受

台
及

び
管

支
持

材
の

部
分

的
な

補
修

は
比

較
的

容
易

に
行

え
る

。
　

　
　

し
か

し
、

フ
ロ

－
テ

ィ
ン

グ
方

式
に

よ
る

取
水

施
設

は
現

在
ワ

イ
ヤ

ロ
－

プ
２

条
の

み
で

係
留

さ
れ

お
り

、
メ

コ
ン

川
の

水
位

、
流

速
の

変
動

の
影

響
を

多
分

に
受

け
て

い
る

。
　

　
　

係
留

ワ
イ

ヤ
の

破
断

時
に

は
施

設
が

流
下

す
る

危
険

性
が

あ
る

。
よ

っ
て

、
取

水
施

設
に

つ
い

て
は

既
設

を
廃

止
し

、
新

設
取

水
施

設
と

統
合

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
も

の
と

判
断

す
る

。
(2

)浄
水

場
　

　
　

既
設

浄
水

場
の

補
修

は
、

　
　

　
　

　
・
新

設
浄

水
場

の
供

用
開

始
後

に
水

需
要

を
見

極
め

実
施

す
る

。
　

　
　

　
　

・
現

行
と

同
機

能
の

代
替

え
浄

水
施

設
を

建
設

し
実

施
す

る
。

　
を

選
択

し
行

え
ば

可
能

で
あ

る
が

、
鋼

構
造

の
補

修
で

は
今

後
継

続
供

用
す

る
上

で
維

持
管

理
上

問
題

が
多

い
。

　
　

よ
っ

て
、

以
下

の
２

方
法

の
い

ず
れ

か
を

選
択

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
も

の
と

判
断

す
る

。
　

　
　

方
法

１
：
現

浄
水

場
の

鋼
構

造
部

分
を

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

－
ト

構
造

に
変

更
す

る
。

　
　

　
方

法
2
：
新

設
浄

水
場

を
水

需
要

に
合

わ
せ

増
設

す
る

。
(既

設
浄

水
場

は
高

架
水

槽
及

び
配

水
池

を
存

続
さ

せ
、

浄
水

施
設

は
廃

止
と

す
る

)

  
  

 継
続

供
用

に
あ

た
っ

て
、

補
修

を
必

要
と

す
る

施
設

に
関

し
以

下
に

示
す

。
(高

架
水

槽
、

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

－
ト

構
造

施
設

の
  
  
 一

部
に

見
ら

れ
る

エ
フ

ロ
レ

ッ
セ

ン
ス

は
構

造
体

の
強

度
低

下
を

来
す

も
の

で
は

な
い

た
め

)に
つ

い
て

は
供

用
に

あ
た

っ
て

補
修

は
不

要
と

判
断

す
る

。
)

　
　

　
　

薬
品

溶
解

槽
を

現
位

置
の

ま
ま

に
部

材
の

交
換

作
業

を
実

施
す

る
こ

と
は

非
常

に
困

難
で

あ
る

。
  

  
  

  
し

た
が

っ
て

、
作

業
に

際
し

て
は

「
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

上
部

に
仮

架
台

を
設

置
し

、
仮

置
き

す
る

」
等

の
措

置
を

施
す

必
要

が
あ

る
。

App 7 - 16



タ
ケ

ク
既

設
浄

水
施

設
機

器
リ

ス
ト

（
機

械
設

備
）

番
号

整
理

番
号

設
備

名
機

器
名

称
方

式
・
形

式
仕

様
製

造
者

設
置

年
度

設
置

場
所

現
状

補
修

工
事

0
0
1

T
M

I0
0
1

取
水

設
備

取
水

ポ
ン

プ
N

o
1

陸
上

片
吸

込
み

ポ
ン

プ
2
.0

m
3
/
m

in
IN

-
L
IN

E
 M

O
T
O

R
2
0
0
1

取
水

施
設

稼
働

中
故

障
時

修
理

0
0
2

T
M

I0
0
2

”
ポ

ン
プ

電
動

機
N

o
1

か
ご

型
誘

導
電

動
機

5
5
kw

2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
0
3

T
M

I0
0
3

”
サ

ク
シ

ョ
ン

管
1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
異

常
無

現
状

使
用

可
0
0
4

T
M

I0
0
4

”
デ

リ
バ

リ
ー

管
1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
0
5

T
M

I0
0
5

”
逆

止
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
0
6

T
M

I0
0
6

”
制

水
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
0
7

T
M

I0
0
7

”
取

水
ポ

ン
プ

N
o
2

陸
上

片
吸

込
み

ポ
ン

プ
2
.0

m
3
/
m

in
K
R

 M
O

T
O

R
2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
0
8

T
M

I0
0
8

”
ポ

ン
プ

電
動

機
N

o
2

か
ご

型
誘

導
電

動
機

5
5
kw

2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
0
9

T
M

I0
0
9

”
サ

ク
シ

ョ
ン

管
1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
異

常
無

現
状

使
用

可
0
1
0

T
M

I0
1
0

”
デ

リ
バ

リ
ー

管
1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
1
1

T
M

I0
1
1

”
逆

止
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
1
2

T
M

I0
1
2

”
制

水
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
1
3

T
M

I0
1
3

”
取

水
ポ

ン
プ

N
o
3

陸
上

片
吸

込
み

ポ
ン

プ
2
.0

m
3
/
m

in
K
R

 M
O

T
O

R
2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
1
4

T
M

I0
1
4

”
ポ

ン
プ

電
動

機
N

o
3

か
ご

型
誘

導
電

動
機

5
5
kw

2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
1
5

T
M

I0
1
5

”
サ

ク
シ

ョ
ン

管
1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
異

常
無

現
状

使
用

可
0
1
6

T
M

I0
1
6

”
デ

リ
バ

リ
ー

管
1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
1
7

T
M

I0
1
7

”
逆

止
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
1
8

T
M

I0
1
8

”
制

水
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
1
9

T
M

I0
1
9

”
取

水
ポ

ン
プ

N
o
4

陸
上

片
吸

込
み

ポ
ン

プ
2
.0

m
3
/
m

in
K
R

 M
O

T
O

R
2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
2
0

T
M

I0
2
0

”
ポ

ン
プ

電
動

機
N

o
4

か
ご

型
誘

導
電

動
機

5
5
kw

2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
2
1

T
M

I0
2
1

”
サ

ク
シ

ョ
ン

管
1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
異

常
無

現
状

使
用

可
0
2
2

T
M

I0
2
2

”
デ

リ
バ

リ
ー

管
1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
2
3

T
M

I0
2
3

”
逆

止
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
2
4

T
M

I0
2
4

”
制

水
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
2
5

T
M

I0
2
5

”
ヘ

ッ
ダ

ー
管

1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
2
6

T
M

I0
2
6

”
制

水
弁

1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
2
7

T
M

I0
2
7

”
可

と
う

導
水

管
河

川
水

位
に

対
応

1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
2
8

T
M

I0
2
8

”
可

と
う

管
1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
2
9

T
M

I0
2
9

”
Y
分

岐
管

　
N

o
1

1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
3
0

T
M

I0
3
0

”
Y
分

岐
管

　
N

o
2

1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
3
1

T
M

I0
3
1

”
Y
分

岐
管

　
N

o
3

1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
3
2

T
M

I0
3
2

”
Y
分

岐
管

　
N

o
4

1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
3
3

T
M

I0
3
3

”
制

水
弁

2
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
3
4

T
M

I0
3
4

”
制

水
弁

8
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
3
5

T
M

I0
3
5

”
取

水
ポ

ン
プ

N
o
5

水
中

ポ
ン

プ
3
.3

m
3
/
m

in
山

東
顔

山
原

並
2
0
0
5

”
故

障
中

修
理

中
0
3
6

T
M

I0
3
6

”
水

中
ポ

ン
プ

モ
ー

タ
ー

1
5
0
kw

2
0
0
5

”
異

常
無

故
障

時
修

理
0
3
7

T
M

I0
3
7

”
デ

リ
バ

リ
ー

管
1
5
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
3
8

T
M

I0
3
8

”
逆

止
弁

1
5
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
3
9

T
M

I0
3
9

”
バ

タ
フ

ラ
イ

弁
1
5
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
4
0

T
M

I0
4
0

”
取

水
ポ

ン
プ

N
o
6

水
中

ポ
ン

プ
3
.3

m
3
/
m

in
山

東
顔

山
原

並
2
0
0
5

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
4
1

T
M

I0
4
1

”
水

中
ポ

ン
プ

モ
ー

タ
ー

1
5
0
kw

2
0
0
5

”
異

常
無

故
障

時
修

理

既
存

取
水

場
、

浄
水

場
の

機
能

劣
化

診
断

結
果

表
（
機

械
・
電

気
編

）
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番
号

整
理

番
号

設
備

名
機

器
名

称
方

式
・
形

式
仕

様
製

造
者

設
置

年
度

設
置

場
所

現
状

補
修

工
事

0
4
2

T
M

I0
4
2

”
デ

リ
バ

リ
ー

管
1
5
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
4
3

T
M

I0
4
3

”
逆

止
弁

1
5
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
4
4

T
M

I0
4
4

”
バ

タ
フ

ラ
イ

弁
1
5
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
4
5

T
M

I0
4
5

”
可

と
う

導
水

管
河

川
水

位
に

対
応

2
0
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
4
6

T
M

I0
4
6

”
可

と
う

管
2
0
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
4
7

T
M

I0
4
7

”
Y
分

岐
管

　
N

o
1

2
0
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
4
8

T
M

I0
4
8

”
Y
分

岐
管

　
N

o
2

2
0
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
4
9

T
M

I0
4
9

”
Y
分

岐
管

　
N

o
3

2
0
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
5
0

T
M

I0
5
0

”
Y
分

岐
管

　
N

o
4

2
0
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
5
1

T
M

I0
5
1

”
制

水
弁

2
0
0
m

m
2
0
0
5

”
”

現
状

使
用

可
0
5
2

T
M

T
T
0
0
1

送
水

設
備

送
水

管
取

水
場

～
浄

水
場

3
0
0
m

m
2
0
0
1

道
路

埋
設

”
現

状
使

用
可

0
5
3

T
M

T
T
0
0
2

”
制

水
弁

原
水

制
御

用
3
0
0
m

m
2
0
0
1

浄
水

場
”

現
状

使
用

可
0
5
4

T
M

T
T
0
0
3

”
制

水
弁

バ
イ

パ
ス

配
水

用
2
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
5
5

T
M

T
0
0
1

浄
水

設
備

急
速

攪
拌

機
N

o
1

凝
集

剤
攪

拌
用

2
.2

kw
2
0
0
1

”
破

損
要

新
規

取
り

換
え

0
5
6

T
M

T
0
0
2

”
急

速
攪

拌
機

N
o
2

凝
集

剤
攪

拌
用

2
.2

kw
2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
5
7

T
M

T
0
0
3

”
急

速
攪

拌
機

N
o
3

凝
集

剤
攪

拌
用

2
.2

kw
2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
5
8

T
M

T
0
0
4

”
沈

澱
池

排
泥

弁
N

o
1

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
異

常
無

現
状

使
用

可
0
5
9

T
M

T
0
0
5

”
沈

澱
池

排
泥

弁
N

o
2

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
6
0

T
M

T
0
0
6

ろ
過

池
設

備
処

理
水

弁
N

o
1

3
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
6
1

T
M

T
0
0
7

”
処

理
水

弁
N

o
2

3
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
6
2

T
M

T
0
0
8

”
処

理
水

制
御

弁
3
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
6
3

T
M

T
0
0
9

”
ろ

過
水

排
水

弁
N

o
1

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
6
4

T
M

T
0
1
0

”
ろ

過
水

排
水

弁
N

o
2

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
6
5

T
M

T
0
1
1

”
逆

洗
水

弁
N

o
1

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
6
6

T
M

T
0
1
2

”
逆

洗
水

弁
N

o
2

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
6
7

T
M

T
0
1
3

”
逆

洗
空

気
弁

N
o
1

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
6
8

T
M

T
0
1
4

”
逆

洗
空

気
弁

N
o
2

1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
6
9

T
M

T
0
1
5

”
処

理
水

量
積

算
計

3
0
0
m

m
2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
7
0

T
M

T
0
1
6

”
逆

洗
ブ

ロ
ア

ー
ル

ー
ツ

タ
イ

プ
1
1
kw

L
N

G
 T

E
C

H
2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
7
1

T
M

T
0
1
7

”
吸

込
み

サ
イ

レ
ン

サ
ー

2
0
0
1

”
異

常
無

現
状

使
用

可
0
7
2

T
M

T
0
1
8

”
吐

き
出

し
サ

イ
レ

ン
サ

ー
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
7
3

T
M

T
0
1
9

高
架

水
槽

高
架

水
槽

配
水

元
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
9

”
”

現
状

使
用

可
0
7
4

T
M

T
0
2
0

”
揚

水
ポ

ン
プ

N
o
1

1
8
.5

kw
2
0
0
9

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
7
5

T
M

T
0
2
1

”
逆

止
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
9

”
異

常
無

現
状

使
用

可
0
7
6

T
M

T
0
2
2

”
仕

切
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
9

”
”

現
状

使
用

可
0
7
7

T
M

T
0
2
3

”
揚

水
ポ

ン
プ

N
o
2

5
.5

kw
2
0
0
9

”
破

損
要

新
規

取
り

換
え

0
7
8

T
M

T
0
2
4

”
逆

止
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
9

”
異

常
無

現
状

使
用

可
0
7
9

T
M

T
0
2
5

”
仕

切
弁

1
0
0
m

m
2
0
0
9

”
”

現
状

使
用

可
0
8
0

T
M

T
0
2
6

薬
品

設
備

攪
拌

槽
N

o
1

現
在

水
槽

で
使

用
1
5
0
0
L

2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
8
1

T
M

T
0
2
7

”
攪

拌
槽

N
o
2

現
在

水
槽

で
使

用
1
5
0
0
L

2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
8
2

T
M

T
0
2
8

”
攪

拌
機

N
o
1

1
.5

kw
2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
8
3

T
M

T
0
2
9

”
攪

拌
機

N
o
2

破
損

使
用

不
可

-
2
0
0
1

”
破

損
要

新
規

取
り

換
え

0
8
4

T
M

T
0
3
0

”
塩

素
水

タ
ン

ク
N

o
1

P
V

C
5
0
L

2
0
0
1

”
異

常
無

現
状

使
用

可
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番
号

整
理

番
号

設
備

名
機

器
名

称
方

式
・
形

式
仕

様
製

造
者

設
置

年
度

設
置

場
所

現
状

補
修

工
事

0
8
5

T
M

T
0
3
1

”
塩

素
水

タ
ン

ク
N

o
2

P
V

C
5
0
L

2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
8
6

T
M

T
0
3
2

”
塩

素
水

注
入

ポ
ン

プ
N

o
1

2
0
0
1

”
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
8
7

T
M

T
0
3
3

”
塩

素
水

注
入

ポ
ン

プ
N

o
2

破
損

使
用

不
可

-
グ

ラ
ン

ド
フ

ォ
ス

2
0
0
1

”
破

損
要

新
規

取
り

換
え

0
8
8

T
M

T
0
3
4

配
水

池
設

備
流

量
計

（
井

戸
系

）
2
0
0
1

”
破

損
要

新
規

取
り

換
え

0
8
9

T
M

T
0
3
5

”
空

気
弁

（
井

戸
系

）
1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
異

常
無

現
状

使
用

可
0
9
0

T
M

T
0
3
6

”
流

入
弁

（
井

戸
系

）
4
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
9
1

T
M

T
0
3
7

”
排

水
弁

配
水

池
排

水
用

1
5
0
m

m
2
0
0
1

”
”

現
状

使
用

可
0
9
2

T
M

T
0
3
8

”
圧

力
水

位
計

0
～

１
０

ｍ
2
0
0
1

”
稼

働
中

現
状

使
用

可
0
9
5

T
M

T
0
3
9

”
制

水
弁

流
出

用
4
0
0
m

m
2
0
0
1

”
異

常
無

現
状

使
用

可
0
9
6

T
M

T
0
4
0

”
ろ

過
水

流
出

弁
ろ

過
水

流
量

用
4
0
0
m

m
2
0
0
1

”
”

故
障

時
修

理
0
9
7

T
M

T
0
4
1

”
積

算
流

量
計

流
出

用
（
不

良
）

4
0
0
m

m
2
0
0
1

”
破

損
要

新
規

取
り

換
え

0
9
8

T
M

T
0
4
2

”
空

気
弁

流
出

用
1
0
0
m

m
2
0
0
1

”
異

常
無

現
状

使
用

可
タ

ケ
ク

既
設

浄
水

施
設

機
器

リ
ス

ト
（
電

気
設

備
）

0
0
1

T
E
I0

0
1

取
水

設
備

変
圧

器
柱

上
設

置
2
2
kv

/
3
8
0
v 

2
5
0
kv

a
U

N
IO

N
 T

H
IA

2
0
0
1

取
水

場
内

Ｅ
Ｄ

Ｌ
現

状
使

用
可

0
0
2

T
E
I0

0
2

”
低

圧
配

電
盤

柱
上

自
立

型
ラ

オ
ス

製
2
0
0
1

取
水

場
変

圧
器

柱
Ｅ

Ｄ
Ｌ

現
状

使
用

可
0
0
3

T
E
I0

0
3

”
N

o
1
ポ

ン
プ

起
動

盤
屋

内
自

立
型

フ
ラ

ン
ス

製
2
0
0
1

取
水

場
電

気
室

稼
働

中
故

障
時

修
理

0
0
4

T
E
I0

0
4

”
N

o
2
ポ

ン
プ

起
動

盤
屋

内
自

立
型

フ
ラ

ン
ス

製
2
0
0
1

取
水

場
電

気
室

稼
働

中
故

障
時

修
理

0
0
5

T
E
I0

0
5

”
N

o
3
,N

o
4
ポ

ン
プ

操
作

盤
屋

内
自

立
型

ラ
オ

ス
製

2
0
0
1

取
水

場
ポ

ン
プ

船
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
0
6

T
E
I0

0
6

”
N

o
3
,N

o
5
ポ

ン
プ

起
動

盤
屋

内
自

立
型

ラ
オ

ス
製

2
0
0
1

取
水

場
ポ

ン
プ

船
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
0
7

T
E
I0

0
7

”
N

o
5
ポ

ン
プ

起
動

盤
壁

掛
型

中
国

製
2
0
0
5

取
水

場
電

気
室

稼
働

中
故

障
時

修
理

0
0
8

T
E
I0

0
8

”
N

o
6
ポ

ン
プ

起
動

盤
壁

掛
型

中
国

製
2
0
0
5

取
水

場
電

気
室

稼
働

中
故

障
時

修
理

0
0
9

T
E
I0

0
9

”
操

作
盤

P
1
,P

2
,P

5
用

ラ
オ

ス
製

2
0
0
1

取
水

場
電

気
室

稼
働

中
故

障
時

修
理

0
1
0

T
E
I0

1
0

”
操

作
盤

P
6
用

ラ
オ

ス
製

2
0
0
1

取
水

場
電

気
室

稼
働

中
故

障
時

修
理

0
1
1

T
E
I0

1
1

”
現

場
操

作
盤

P
1
,P

2
用

ラ
オ

ス
製

2
0
0
1

取
水

場
ポ

ン
プ

船
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
1
2

T
E
I0

1
2

”
現

場
操

作
盤

P
5
,P

6
用

ラ
オ

ス
製

2
0
0
1

取
水

場
ポ

ン
プ

船
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
1
3

T
E
I0

1
3

”
エ

ア
ー

コ
デ

シ
ョ

ナ
ー

壁
設

置
型

9
0
0
0
B

T
U

タ
イ

製
2
0
0
1

取
水

場
電

気
室

稼
働

中
故

障
時

修
理

0
1
4

T
E
T
0
0
1

浄
水

施
設

凝
集

攪
拌

機
制

御
盤

３
台

共
通

盤
ラ

オ
ス

製
2
0
0
1

浄
水

場
攪

拌
タ

ン
ク

横
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
1
5

T
E
T
0
0
2

”
浄

水
機

器
制

御
盤

各
種

共
通

ラ
オ

ス
製

2
0
0
1

浄
水

場
制

御
室

稼
働

中
故

障
時

修
理

0
1
6

T
E
T
0
0
3

”
照

明
機

器
ラ

オ
ス

製
2
0
0
1

浄
水

場
場

内
稼

働
中

故
障

時
修

理
0
1
7

T
E
T
0
0
4

”
変

圧
器

柱
上

設
置

　
外

部
共

用
2
2
kv

/
3
8
0
v 

2
5
0
kv

a
タ

イ
製

2
0
0
1

外
部

Ｅ
Ｄ

Ｌ
現

状
使

用
可

0
1
8

T
E
T
0
0
5

”
低

圧
配

電
盤

ラ
オ

ス
製

2
0
0
1

電
柱

部
稼

働
中

故
障

時
修

理

App 7 - 19


	［資 料］
	1. 調査団員・氏名
	2. 調査行程
	3. 関係者（面会者）リスト
	4. 討議議事録（M/D）
	5. ソフトコンポーネント計画書
	5-1 ソフトコンポーネントを計画する背景
	5-2 ソフトコンポーネントの目標
	5-3 ソフトコンポーネントの成果
	5-4 成果達成度の確認方法
	5-5 ソフトコンポーネントの活動（投入計画）
	5-6 ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法
	5-7 ソフトコンポーネントの実施工程
	5-8 ソフトコンポーネントの成果品
	5-9 ソフトコンポーネントの概算事業費
	5-10 相手国側の責務

	6. 参考資料（収集資料リスト）
	7. その他の資料・情報
	7-1 既存施設の機能劣化診断結果





